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9． 知 能 ・知能 テス ト

327， 328 京大 SX 知能検査報告

　　   梅 本 堯 夫　  苧 阪 良 二 　倉 石 精
一

　　　 住 田幸次郎　藤 本 正 信 　　 （京都大 学）

　（T）　第 2 次予備検査の 検討

　知能優秀者弁別用 テ ス ト作成 の た め の 第 2 次 予備検査

を報告す る。バ ッ テ リ
ー

は こ れ ま で の 分析で 優秀者用 に

適 して い る と認 め られ た NX テ ス ］・中の 折 紙 パ ソ チ ，重

合板 ， 図 形分割 ， 乱丈構成 ， 数計算 ， 符号交換，点 図形

文章完成，お よ び 新形式 の 単語分類，対語完成，同音異

義連想 等 ，
12下位検査 で あ る 。 被験 者 は 京 大 教 養 部学生

200 名 。 下位検査得点を SS に 直 し 合計 して 総得点を 出

し た。そ の 結果 よ り相関 を 出す と ， 各下位検査問の 相関

は 低 く （平均約 ．  8），　総点 と下位検査 と の 梠関 は そ れ

に 比 べ て 高く （平均 ．41）お おむ ね満足すべ き結果を得

た 。 な お 同 音異義連想 また は低知能 は再生形式の テ ス ト

で あ る が ， 採点法に い ろ い ろ 問題の あ る こ とが わ か つ

た 。

　 （V ）　擬似的環境因子 に つ い て

　知能研究を 実証 的に 進め る た め に 脳 機能 の 実験 的 検査

を め ざす 。 そ の た め 知能成分の うち 擬似的な要素 の 排除

に っ とめ ね ば な ら な い 。環境 因子 に 擬似的な もの が多い

の で ，
こ れを時問的分析に よっ て検討す る 。 各種 の 異な

る 下位検査を刺激 と して オ フ タ ル モ グ ラ フ に 」： り実証酌

資料 を得 た 。測定すべ ぎ最も重要 な条件 は問題解決 の た

め の 純粋思考時問 で あ る 。
こ れ は 単語完成や 図形分割の

よ うな 問題 で は 卞位検査時間テ ス ト・
ア イ テ ム 数 で 割っ

た もの に 近 似す る が，高級 な 下位検査 ほ ど ， 知能測定 を

不純 に しや すい 副次的精神作業時間が 介在す る 。
こ れ は

高知能 ま た は 低知能測定に 考慮 を 要す る 問題 で あ る 。
こ

の 点か らもパ ワ ー・テ ス トの 必要が認 め られ る 。

329 京大NX 知能テ ス ト報告 　X皿

　　　　　一 特殊才能 （囲碁）の 因子的研究

　　　○倉 石 精 一 苧 阪 良 二 梅 本 堯 夫

　　　　住 田幸次郎　藤 本 正 信　　（京 都大 学 ）

　特殊才能を NX テ ス トで 弁 別 す る可 能性を 検討し ょ う

とす る もの で ， こ の 場 合特殊 才能 と して 囲碁の それ を 選

ん だ。被 験 者 は学 生 選 手権大会 の 選乎 3 名で あっ た。知

能指数に っ い て は ，
96− 145 の 間 に 分布し平均は 120 で

あ り，一
般大学生 群 に 対 し特別 の 差異 は認 め られない 。

知能 プ ロ フ ィ ル に っ い て は特異 な 傾向を 示 すもの が 多い

が ， （工8名）その うち 6名が 雷語的因子 の 負荷する下位

テ ス トに 強 く，12名は 空問的因子の 負荷す る下位 テ ス ト

で 抜群 の 成績を 示 し て い る。た だ し 後者は 図 形分割型 ，

重合板型 ， 図武関係形の 3亜形 に 分類 される 。 被験者間

の 棋力 の 差 を，今次大会 で の 成績を基準 に して 示すなら

ば，言 藷因子群 の 方が好成績 で あつ た 。

330 幼稚園児の WISC 成績に

　　　　　　　　　　　お け る性差の 研究

　　　　 ○東 　 正 三 宅 和 夫 （北海道大学）

　 WISC 全検査 IQ と CA に よ り符合 し た 男女幼稚 園

児 各4e名の WISC 成績 の 比較分析を こ こ ろ み た 。 1 ．

鋤作性 IQ
， 言語性 IQ と も男女間の 差は見出せ なか つ

1

た。し か し 各 IQ の 内部相蘭に
v
） L・て は k

’
意差が み られ

た 。 2 ．男女 と も動作性 IQ の 方 が 言 語 性 IQ よ りも全

検査 IQ に 近似 した値を 示 し ， し か も全検査 1
』
Q と動作

性 IQ 問 に は高相関が み られ る 。 した が っ て 全検査 工Q
推定 の た め の 代 行検 査 と して は，動 作 性 検 査 を 用 い る 方

が望 ま し い 。 3 ．下位検査の
一

部 に は 男 女間の 有意差を

示す もの があ り， また 序列分析の 結呆も同様 の 傾向を 支

持 した 。
こ の こ と は 下位検査に つ い て バ タ ーン ・ア ナ リ

・
シ ス や ス キ ャ ツ ター・ア ナ リ シ ス の 適 用 に 際 して め性差

要 因統制 の 必 要性を 暗示す る よ うに 思え る。

331　同胞の知能の研究 （皿）

　　　　 村 山 貞 雄 ○秦 久美子 （日本女子 大学）

　昨年度同胞 の 知能の 相関の 程度を み た が ， 今回 は 同胞

の 知能 の 差f？X大 ぎ く出 て い る の は い か な る原 因 に よ るか

ま た 他 に ど ん な差が現わ れ て い るか を み た 。 対象 は 同時

に 個 人用知能 検 査 を 行 な つ た 同胞 1
，
000 組で あ る 。

　知能 の 差の 大きく現わ れ て い る 同胞 は 始歩期 お よ び 始

語期が非常に 遅れて い る とい う特徴 を示 して い る。 知能

差 の 大きい 同胞，特 に 低 い 方 が 工 Q70以 下の 同胞 は 異 常

産お よ び 1 才未満時 に お け る疾病が多 くみ ら れ る 。 ま た

異常産，特 に 仮死産 ， 早期破水 の 同胞間 に 知能 の 差 が 明

らか に 現 わ れ て い る 。 同胞間の 大 きな 側能 の 差 は 特 に
一

方が精薄児で あ る場合 は 異常産 ， 疾病等の 遺伝以 外の こ

と に 原因があ る場 合 が多い の で は なか ろ うか 。
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 the  college  or  university  sttidents,  tind two  were  on

 the  personality development of  mentally  retarded

 children,  
'

,. 
'
 The  rest  of  them  delalt with  such  topics as  social

 maturity  of  th'e ch.ildren  of  big housing projects,

 maladjustment  to sehool  Iearnirig, attitude  of  junibr
 and  senior  high school  students  towards  different

 races  and  the  ideal image  of  a  teacher  in the  class-

 room.

    
'Questions

 and  discussions centered  around  the
 methodological  points of  these studies.

    9. Intelligence and  intelligence besting      '

  Chairma.n:K. Shirai$hi and  T. Suzuki. .

327, 328. Kyoto Univ. SX-Intelligence test.
  '
    (Y) An  analysis  of  the second  pre-test

    (W) On  the quasi environmental  intelligence

    factorsvTakao Umemota,  Ryoji Osaka,  Seiichi

    Kuraishi, Kojir'o Sumida and  Ma$anobu  FuPmoto,

    Ky6to Uhiversity. 
'

329. Kyoto  Univ. NX-Intelligence test. (MII) A  fac-

    torial  study  on  special  abilities,  Seiichi Kura-

    ishi,Ryoji Osaka,  Takao  Umemoto,  Kojire  Su-

    mida,  and  Masanobu  Fujimoto,' Kyoto Univer-
                                      '
    sity.                      '

      A  Study on  sex  differences of  kindergarten330.   '  '
    children.  Tadishi  Azuma  and  Kazuo  Miyake,

    Hokkaido  University.                               '
331.      A  study  on  the  intellgence of  the  siblings

    (J). Kumiko  Hata  and  Sadao  Murayama,  Ja-

    pan  Women's  Unlverslty. .

     A  study  en  the  mental  development of  rural332,

    yeuths  after  their  move  to urban  cities  (I).

    Ryo  Egawa,  Sbibaura  Co!lege of Technology

    and  Taiji Kqizumi, Tomioka-I Junior High            '

    School, Fukushima.  
･
 .

333. Bqsic study  on  the cha;acteristics  of  intellec-

    tually  gifted  children  (xt), Shigetoshi M.ori,

    Toshihide  ,Shiniada, Tokyo  Dorriestic Science

    College, and  Chikashi Tomura,  Sanko  Elemen-

   tary School. 
'

                   '

     Longitudinal study  of iptelljgence develop-334.

  
'
 ment.  Masashi Tasaki, Juntendo University.

335. A  longitudinal study  of  intelligenCe 
'(ll).

   Hir6ko Iio and  Tsune Shirai,,Tokyo Woman's

                '
PsychoL, VOL,  ll
                '

    Christian College. .

                   Discussion          '

    Main  points  which  came  out  in our  discussion

 were  as  fol!ows: ･

 1) Intelligence cannot  be assessed  through  intel-

 Iigence tests alone.  The  measurement  of  whele

 personality  should  be systematized.

 2) Subjects were  clas$ified  aceording  to their

 response  to an  intelligence test, 
'

3) Scoring  methods  for intelligenee tests were

            '
qestioned. .                  '

4) The  importance  of  the verbal  factor in intelli-

gence  tests was'  stressed.                                 '

    With regard  to Tazaki's paper,  the interpreta-

tion that there  was  some  practiee  effect  inintelli-

gence' tests was  questioned. In connection  to Iio and

Shirai's paper, one  of  the'audience  expressed  the

vtew  that  a  reason  for the  !owering  of  intelligence test

scores  among  older  population  was  the  increasea

diversity .of' possible  . answers  whi ¢ h resulted  frem

social  maturation.In  otherwords,  the  .difficul'ty of

settling  on  a  unique  choice  paused the lower score.

    Also expressed  was  the view  that  the  definition

of  intelligence should  be re-exainined  in relation  to

each  age-level.  
･
 .

 '

  10. Family  and  parents-child  relations#ips

  Chairman:  K. Ohira and  E  Marui,

401. Parent-child ielationship and  aggresslve  be-

    havior of  preschool  chlldren.  Hideo'-K6jima,

    Kyoto University.

402. 
'
 Social desirability and  parent-child  relation.

    Akiko OiFhi, Tokyo  Metropolitan University,

403. The  psychological  $tudies  of  the  rernote  rural

    pupiles. , ..

    (lk) On  the  parent-child relationships  in a  vil-

    lage where  parents are worklng  away  from

    home  (iv). . ･

   Jiro Miyawaki.  Gifu University.

404. Parent-child relationship  and  behavior  dis-

   orders  in child'ren.  Tanealsi'Takahashi, Aiiku

   Research  Institute. 
'

                                     '

405. Behavior  problems  and  the  ±amily  patterns

 
'
 (I). Sachiko Miura, Seizabure Arai and

        '

;138-

'
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